
Ｈ３１年度 全国学力・学習状況調査結果について 

Ⅰ 教科に関する調査結果（対象は児童１人） 

調査対象児童が１名のため、結果については公表を控えさせていただきます。 

必ずしも、児童の結果が反映されているものではありませんが、学校内で検討した学

習についての改善の取組を以下紹介します。 

国語についての改善に向けての取組 

 ・問題を正確に読み取り，問題に対する答えになるように考える問題への取組。 

 ・文や段落の繋がりなどの文章の構成を意識して読み取れるようにする。 

・少人数学級の特性を生かし，個別に支援する場面を多く設定していく。 

・日常生活との結びつきを重視し，習得した知識や技能を生活の中で生かしたり，多様

に表現したりすることができるようにする。 

算数についての改善に向けての取組 

・問われていることに対して適切に答えることができるように，何を問われているのか

何を答えるのかを確認し，問題に取り組む。 

・教科を問わず，問題や教材文に書かれている言葉を使いながら，相手に伝わるように

順序立てて説明する力をつけられるよう，説明する場面を設定する。 

 

Ⅱ 質問紙調査（対象は児童３人） 

肯定率が低い項目，気になる値を示した項目 

【家庭生活】 

・家の人と学校での出来事について話をする。 

【読書】 

・普段，１日あたりどのくらい読書をしますか。 

【地域との関わり】 

・住んでいる地域の行事に参加している。 

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。 

【国語の学習】 

・国語の授業で学習したことを普段の生活の中で，話したり聞いたりするときに活用し

ようとしている。 

・国語の授業では目的に応じて，自分の考えを話したり書いたりしている。 

・国語の授業で文章や資料を読むとき，目的に応じて，必要な語や分を見つけたり，文

章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいる。 

・算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考える。 

改善に向けての取組 

・家庭での読書量が少ないので，チャレンジリストを活用し家読の推進を図る。 

・学習したことと日常との関わりが薄い，目的意識をはっきり持たせて，学習を進める。 


